
 

 

 

 

１ 数学科が目指す「夢中になって問い続ける生徒の姿」とは 

本校数学科では，「夢中になって問い続ける生徒の姿」を「課題の解決に向け，目的に応じて数，式，

図，表，グラフを用いて，論理的に考えたり，これまでに学んだことを活用して，統合的・発展的に追究

しようとしたりするなど，納得のいくまで粘り強く取り組む姿」と考えています。私たちは，「条件を変

えたらどうなるのだろう？」「どうすればいつでも正しいことを示せるのだろう？」などと問いを持ちな

がら，その問いを，数学を使って解決していくことのできる生徒の育成を目指しています。 

 

２ 「夢中になって問い続ける生徒」を育成するために 

 「夢中になって問い続ける生徒」を育成するためには，教科の本質に迫ることははずせません。私たち

は，「教科の本質」を「事象を数学的に捉え，論理的，統合的・発展的に考えること」と捉え，上述した

生徒の育成のために，教科の本質に迫る授業の工夫に取り組んでいくことにしました。 

 昨年度より，私たちは各単元のまとめとなる授業に焦点を絞って研究を進めています。学んだことを活

用しながら課題を解決したり，解決した過程を振り返って新たな問いを見いだし，その解決を目指したり

する授業が，もっとも教科の本質に迫ることができる授業だと考えるからです。また，単元の最後にどの

ような授業を行うのかをはっきりさせることで，単元で指導する内容を明確にすることができます。単元

のまとめとなる授業を，教科の本質により迫る授業にするために，私たちは学習課題の工夫と学習展開の

工夫に取り組んでいます。 

(１) 学習課題の工夫 

 生徒が，「なぜいつも同じ結果になるんだろう？」「一つも例外はない

の？」「どうやったらいつも成り立つことを示せるのだろう？」というよ

うに問いを深めながら，教科の本質に迫っていくために，私たちは学習

課題が重要であると考えます。解決して終わりではなく，そこからさら

に新たな問いを見いだし，追究できるような課題であれば，教科の本質

により迫ることができるからです。そこで，どのような視点で問いを見

いだし，課題を追究していくことが大切であるかを考え，【問いの視点】

として整理しました(資料１)。そして，この【問いの視点】に基づき，

３年間を見通してつながりを意識した課題をつくるようにしています。また，生徒の課題解決への意欲

を高めるために，生徒が「おや，思っていたのと違うぞ」のように意外性や不思議さを感じ，「やって

みたい」「できるかもしれない」と思うような要素を含ませることも意識して課題をつくっています。 

 第１学年「文字と式の利用」の課題づくりを紹介します。教科書では，さいころの目の数の合計を答

える課題(資料２)として示されています。しかし，これでは目の数の合計を求めて終わってしまいます。

そこで，課題を「さいころをいくつか使って 31 になるようにしなさい」と工夫しました(資料３)。こ

のような課題にすることで，

生徒はさいころを操作しな

がら，どうやっても 31 がつ

くれないことを実感し，「な

ぜつくれないのだろう？」か

ら「どうやったらつくれない

ことを示すことができるだ
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ろう？」のように見方・考え方を働かせた問いへと深めながら，文字を用いることのよさを実感し，そ

の必要性や意味を理解することにつながっていくのです。 

(２) 学習展開の工夫 

 教科の本質に迫る授業のために，意識して新たな問いを追究する場を位置付けた授業展開に取り組ん

でいます。しかし，新たな問いを追究する場を位置付けただけでは，生徒自らが問いを見いだし追究し

ていくことは難しいでしょう。そこで，まずは追究する経験をさせるために教師が意図的に新たな問い

の方向性を示すようにしています。そして，学年が上がるにつれて，教師が新たな問いを示す機会を減

らしていき，生徒自身で新たな問いを見いだし，追究するような授業展開にしています。また，問いを

深めるための手立てとして，【問いの視点】を生徒に提示し，共有し

ています。 

さらに，問いを深めるための振り返りを充実させるために，本校

のこれまでの研究成果の一つである【３つの視点に基づいた振り返

り】を参考に振り返りを行わせています(資料４)。これらに加えて，

授業内容をまとめ直し，その内容を発展させ自分で立てた問いを課

題として追究するという数学レポートに取り組ませています。 

 第２学年「連立方程式の利用」の授業では，連立方程式の解が問題に適さない課題を扱いました。課

題の解決後の振り返りで，それまでは内容面の振り返りしか書いていなかった生徒が「解が問題に合わ

ず，その問題の答えがないとなったときに，それで終わらせるのではなく，なぜ合わないのか，どうす

れば解が問題に適するのか，などを考えていきたいと思います。」と振り返っていました。そこで，こ

の問いを学級全体の課題として追究する場を設定し，その後，数学レポートに取り組ませました。生徒

自身で問いを深めていく姿が見られた場面でした。また，第３学年「平方根の利用」の授業では「A4

の紙に描かれた校章を A3 の紙に拡大印刷するには，拡大倍率を何倍にすればよいか」という課題を設

定し，授業後に数学レポートに

取り組ませました。資料５はあ

る生徒がまとめたレポートの

一部です。この生徒は，授業内

容をまとめた後，「A3 は A4 の

ちょうど２枚分という条件を

変えて，ちょうど４枚分だった

らどうなるだろう」と追究して

いました。さらにここで終わら

ず，「条件を変えても，いつで

も言えることはないだろう

か？」と考え，文字を用いた一

般化に取り組んでいました。こ

のような「夢中になって問い続

ける生徒」の育成を目指し，今

後も研究を進めていきたいと

思います。 
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